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論文審査の結果の要旨
環境調和型有機合成の重要性が叫ばれる近年､有機小分子を触媒とする高効率 ･高立体選択的有機変換
反応､いわゆる有機触媒反応は､これに対する回答の一つとして盛んに研究が行われている｡｢有機強塩
基触媒による直接的官能基化に基づく多置換ラクトン類の合成｣と題する安藤健一氏提出の博士論文では､
有機強塩基として知られるグアニジン塩基およびホスファゼン塩基を触媒とすることで､比較的酸性度が
低いために触媒的な脱プロトン化が困難であったラクトンの直接的な活性化､官能基化法の開発に成功し
ている｡
第-章では､光学活性なグアニジン塩基触媒として本研究室で開発された ｢軸不斉グアニジン塩基｣を
触媒とする､高エナンチオならびにジアステレオ選択的なフラノン誘導体とニトロアルケンのどこロガス
Michael付加反応の開発に成功している.フラノン誘導体を直接用いるどこロガス型の反応は､短工程で
ブテノリドの構造修飾を行う魅力的な手法であるが､その報告例は限られていた｡本研究で筆者は､基質
にα-チオ置換フラノンを用いることにより､高立体選択的に生成物を得るだけでなく､得られた生成物
をチオ基を起点として変換し､光学活性な多置換ブテノリドの合成における本方法論の高い有用性を示し
た｡
また第二章では､非常に高い塩基性を有するホスファゼン塩基を触媒とした反応によるスピロラクトン
化合物の新規合成反応の開発に成功している｡スピロラクトン化合物は､天然物合成などにおける高い有
用性に対して一般的な合成法が不足していた｡これに対し本研究で筆者は､ラクトンから発生したエノラ-
トのアルキンへの分子内付加反応により､この高効率的な合成を実現した｡本反応はスピロラクトン骨格
構築における今までにない手法であると共に､成功例の少ないエノラートのアルキンへの付加反応の観点
からも重要な知見を与えるものである｡
本研究の成果は､有機強塩基触媒が様々な有機変換反応において高活性な触媒として機能することを示
し､またこれを用いた触媒反応は､高度に官能基化された有用化合物を効率的に得る有力な手段となりう
ることを示すものである｡
これらの研究成果は､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している｡したがって､安藤健一提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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